
第 2回東京都緩和医療研究会に参加して 

 

平成 26年 10月 12日(日)、慶應義塾大学病院緩和

ケアセンターセンター長の橋口さおり先生を大会

長として第 2 回東京都緩和医療研究会が開催され、

当院からは有賀教授、赤垣看護師、私が参加した。

この会は東京における緩和ケアの地域連携を考え

るために立ち上がり、第１回は有賀教授が大会長

で帝京大学が主催している。 

今回は第一部で東京都における地域連携の現状というテーマですでに東京の中で地域連

携をリードしている多職種の先生方の講演があった。ホームホスピスを軌道に乗せている

訪問看護ステーションはーとの富岡先生、そして区西部緩和ケア推進事業について紹介さ

れた橋口大会長の講演が特に印象的であった。第二部では２つの症例を通して地域連携が

話し合われた。緩和ケア病棟の在院期間が短期となる（急性期化）が起きている現状を考

えるきっかけとなった一例と、連携がうまくいかず、主治医不在となり、意志決定方針決

定に苦慮した一例が紹介され

た。 

大会長メッセージにもあるよ

うに、東京には多くの施設と

多くの緩和ケア医がおり、連

携のむずかしさを感じる面が

少なくありませんが、だから

こそ可能な連携があるように

も思えます。 

第３回は国立がん研究センタ

ーがん対策情報センターがん

医療支援研究部の加藤雅志先

生を大会長とし来年開催され

る予定です。この研究会がさ

らに発展していくことを願っ

ています。 
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